
プラサ ヴェルデ（ふじのくに千本松フォーラム）の音環境設計(その１)  

―主観的連続・不連続の設計を意図したエントランス空間の音響―* 

 

高橋 顕吾（ヤマハ株式会社），△畑中 正人（作曲家），〇清水 寧（東京工業大学） 
 

 
 

1 はじめに 
プラサヴェルデ（ふじのくに千本松フォー

ラム）は，静岡県東部地域における新しい都

市機能拠点を形成するために「多様で先進的

な人・物・情報が交流する総合的なコンベン

ションセンター」として沼津駅北口の旧国鉄

施設跡に整備され，2013 年 7 月に展示イベン

ト施設（キラメッセぬまづ）が先行オープン

し，2014 年７月に会議場施設（コンベンショ

ンぬまづ）と宿泊施設を含めた全施設がグラ

ンドオープンした．会議場施設は世界遺産「富

士山」をアピールポイントとして，レベルの

高い国際会議をはじめ，国内外の学会や大会

の他，地域の各種研修会やセミナーまで誘致

することを前提に計画された．展示イベント

施設は先導的・実験的施設として 1998〜2011

年に暫定運用された多目的展示イベント施設

（旧キラメッセぬまづ）の高い利用実績を踏

まえ，その機能・性能を高めた恒久施設とし

て改築された．この他，両施設の北側には，

ロビー・ギャラリー・インフォメーション機

能を有するエントランスギャラリーがあり，

賑わいを創出する場として計画された．本報

ではこのエントランス空間の音環境について

述べる（会議場・展示イベント施設について

は第二報で述べる）． 

表１ 施設概要 
所在地：静岡県沼津市大手町 1丁目 1番 4号 
設置者：静岡県（会議場施設） 

沼津市（展示イベント施設） 
設計・監理：長谷川逸子・建築計画工房(株) 
音響設計：ヤマハ(株)音響営業統括部 
施工：大和ハウス工業(株)・(株)熊谷組 
規模：S造 5階,延床面積 11187.98 ㎡（会議場施設）

S造 3階,延床面積 8897.10 ㎡（展示ｲﾍﾞﾝﾄ施設）
工期：2012 年 01 月～2014 年 3 月 

2 エントランス空間の音響設計 
プラサヴェルデは，図１において示すよう

に，展示イベント施設と会議場施設に分かれ

ている．それぞれの施設は，エントランス空

間から回遊性のある動線で界壁がなく連続的

に結ばれている．音響設計においては，回遊

性のある動線計画の中で展示施設から会議場

施設まで横断したエントランスギャラリーの

場所を容易に認識でき，しかも運用が異なる

スペース間では異なる場所として認識できる

ことを目標に，音響によるユニバーサルデザ

インを意図した音環境計画を行った． 

展示ｲﾍﾞﾝﾄ施設 

（キラメッセぬまづ） 

ﾎﾃﾙ

西駐車場 

東駐車場 会議場 

施設 

（ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ

ぬまづ） 

プラサ ヴェルデ 

JR 沼津駅 

図１ 配置図 

エントランスギャラリー

* Acoustical Design for Plaza Verde (Fujinokuni Senbonmatsu Forum) part1, -Acoustics of Entrance Space 
considering acoustic discontinuity impression-, by TAKAHASHI, Kengo (Yamaha), HATANAKA, Masato (Music 
Composer), SHIMIZU, Yasushi (Tokyo Institute of Technology) 
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2.1 音響設計の考え方‐「主観的不連続性」 

連続した空間の中で自分が異なる場所にい

ることを認識できるためには，場所間を移動

したときに感じる異なる音環境にいるという

知覚（主観的不連続性の認識）が必要となる．

このような印象については，図２，３で示す

ように，他の空間において発生した音が聞こ

えにくくなった場合や，会話や自分が発生し

た音が反射して戻ってくる音の状態が変化し

た場合に感じることができる．前者について

は，周囲の会話がある中でも侵入してくる会

話が不明瞭になった時，その会話を無視して

執務に集中できるプライバシー感の知覚とし

て知られている (1)．後者については，劇場な

どのバルコニー下に移動した場合，界壁がな

いにもかかわらず聴感的に狭い空間にいると

いう変化を感じることができ，舞台での演奏

音は，「窓を通して聞いているような音」と表

現されるように，メインの空間とは分離され

た場所で聞いている印象を持つことが知られ

ている．このように，壁などによって遮られ

ていない状態においても，我々は聴覚だけで，

別の空間に移動したと感じることができる．

このような感覚を，ここでは，「主観的不連続

感」と呼ぶことにする．この状況を示す模式

図を図２，図３に示し，前者を CASEⅠ，そ

して後者を CASEⅡの条件と呼ぶことにする． 

本計画においては，このような二つの視点で

音響検討と評価を行った． 

2.2 建築設計と環境音の再生 

エントランスギャラリーの音環境計画では，

単一の機能を持った展示施設は音環境の連続

性を，エントランスギャラリーなどの共用空

間と会議室部分は異なった用途に使用される

会議場施設は不連続性が求められていると言

える．音環境計画においては，CASEⅠの不

連続知覚を容易にするため，エントランスギ

ャラリーの場所を示すサイン音として，畑中

正人作曲による環境音を展示施設，会議場施

設に設置した(2)．再生するスピーカは，演出

音に空間的な変化を与えることができるヤマ

ハ製アレースピーカ（YSP-600BSP）(3)を使用

し，壁面に向けて再生した．エントランスギ

ャラリ－の残響時間測定結果を図４に示す．

展示施設と会議場の主要平面図と演出音の測

定点，CASEⅠ，CASEⅡの不連続性測定ライ

ンを図５，６，７に示す． 

 
図２ CASEⅠ：吸音，形状変化，暗騒音 

他の場所での発生音による空間の不連続感 

 

図３ CASEⅡ：吸音，形状変化 

自分が出した音の反射音による空間の不連続感 

 
 

図４ エントランスの残響時間測定結果 
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図５ エントランスギャラリーと 

演出音測定点（展示）

図６ 会議場エントランスギャラリーと測定点 

P3：会議場ホワイエ奥 

P5，P6：２階エントランスロビー 

P7：２階会議場ロビー 
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図７ 会議場・エントランスギャラリー 

の断面図 

2.3 音環境の音響測定 

2.3.1. 会議場エントランスギャラリーの不

連続性能測定結果 

不連続性が必要となる会議場施設のエント

ランスギャラリーと会議場ホワイエを対象に

測定を行った．CASEⅠについてはエントラ

ンスギャラリーに無指向性スピーカを設置し，

図６で示す測定ライン L1，L2，L3 上の受音

点音響特性の変化を，CASEⅡについては音

源・受音点対面距離を１ｍとして，図１０で

示す測定点ごとにインパルス応答の測定を行

った． 

CASEⅠの音圧レベル距離減衰と，音圧レ

ベル実測値から直接音と床からの反射音を除

いた音圧レベルの計算値を図８に示す．エン

トランスギャラリー⇒会議場ホワイエ（L1）

はエントランスギャラリー内（L3）と比較し

て，音圧レベルの減衰が大きく，直接音を除

いた音圧レベルも，会議場ホワイエでの減衰

はエントランスギャラリーと比較して，約２

ｄB 小さいことがわかる．L1 における直接音

を除いた音圧レベルの変化を見ると，約 4m

離れた下がり天井付近で減衰量は折れ曲がり，

減衰が小さくなっている．また，会議場ロビ

ーにおける直接音以外の反射音エネルギーの

減衰は，天井面・床面の吸音処理が奏功して

いることが推察される．L1，L3 上の D50 の

変化を図９に示す．D50 は会議場ロビーがエ

ントランスギャラリー空間よりも 10%程度高

く，8m 以降（床カーペット）で一定になっ

ている．以上より，会議場ホワイエでは，エ

ントランスギャラリー内の発生音を明瞭に聞

くことができるが，下がり天井付近から音圧

レベルの減衰が大きいことから，会議場ホワ

イエでの暗騒音などによってマスキングされ

やすいとも言える．エントランスギャラリー

のサイン音の明瞭性維持はユニバーサルデザ

インにとって有効である，また，音圧レベル

が低いことは，マスキング音などによって，

遮断しやすいことも意味している．エントラ

ンスギャラリーと会議場ホワイエの使い方に

よっては，演出音の利用により不連続性能を

変化させることも可能である． 

CASEⅡについてはＤ50，時間重心(ts)の測

定結果を図 11 に示す．会議場ホワイエではエ

ントランスギャラリーよりも対面者との会話

の明瞭度が上がると共に，ts が小さくなって

いる．特に，P4 付近から会議場ロビー内では，

対面した会話の明瞭度が上がり，デッドに感

じることを示している． 

  

図８ 平均SPL距離減衰と直接音減衰を補正した

反射音レベルの距離減衰（L1, L2, L3：図６参照） 

  

   

図１１ Ｄ値，時間重心の測定結果 

2.3.2. 環境音の測定結果 

展示施設と会議施設での演出音は，夫々の

場所の目的，建築条件を考慮して，畑中正人

が現場にて制作した．再生音 LeqA(dB)の場所

による変化を図１２に示す．測定点とスピー

カが設置された場所を図５，６に示す．演出

音の最終調整，数週間のテスト再生を行い，

図 10 CASEⅡの測定点

図９ D50 の変化 

（CASEⅠ） 

L1，L3：図６参照

D50 時間重心
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再生音の効果が現場にて確認された後，再生

音の主観印象を評価するため，表２に示す項

目と表３の条件でアンケート調査を行った．   

主観評価の結果を図１３，１４に示す．展

示施設，会議施設とも，音演出の再生により

音環境総合印象は高くなり，効果的であるこ

とが確認できた．再生した演出音の評価につ

いては，展示施設，会議場施設とも，その場

所の印象に関する評価得点が大きくなり，そ

の場の雰囲気が改善されたことを示している． 

３．まとめ 
CASEⅠ，CASEⅡの検討から，下がり天井

付近を境界に，エントランスギャラリーで発

生した音源の直接音以外の反射音のエネルギ

ーが減少し，会話状態においても，明瞭度向

上，残響感の減少，などの測定結果が得られ

た．エントランスギャラリーの天井形状や会

議場ホワイエでの吸音材の集中配置は音響的

な不連続感を実現するうえで，効果的である

こと示している．演出音については不連続空

間での明瞭度の維持や主観評価結果から，ユ

ニバーサルデザインとしての有効性も確認さ

れた．演出音の試聴においては，エントラン

スギャラリーのある方向を容易に感じること

ができるだけでなく，静かすぎる環境の改善

に奏功していることを確認することができた． 

表２ 主観評価の評価項目 
① メ ン タ

ル 状 態

の印象 

眠くなる⇔目がさめる 
疲れる⇔元気になる 
緊張する⇔リラックスする 
気が滅入る⇔やる気が出る 

② そ の 場

の印象 
不快に感じる⇔快適に感じる 
居心地が悪い⇔居心地が良い 
活気がない⇔活気がある 
落ち着かない⇔落ち着く 

③ 音 環 境

の印象 
うるさい⇔うるさくない 
演出音以外の音が気になる⇔演出音

以外の音は気にならない 
④ 総合 

印象 
音環境が悪い⇔音環境が良い 
音環境がその場にあっていない⇔音

環境がその場にあっている 

表３ 評価条件 
評価者 20 代の大学生 10 名 
評価場所 展示場エントランスギャラリー  

2 カ所 
会議場エントランスギャラリー  

1 カ所 
評価対象 ① 演出音なし 

② 演出音あり（再生音のレベル 
55dBA, 60dBA ） 

LeqA 測定点 図 5，6 参照 

  

図１２ 展示場・会議場の演出音と暗騒音のLeqA 

  

図１３ 演出音の主観印象と総合評価（展示場） 

  

図１４ 会議場の主観印象と総合評価（会議場） 

 

謝辞:ご協力をいただいた静岡県，沼津市，長

谷川逸子建築計画工房，そして施工各位に深

謝します． 
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プラサ ヴェルデ（ふじのくに千本松フォーラム）の音環境設計（その２） 
―用途拡大と音響性能改善を考慮した会議場・展示イベント施設―* 

 

○高橋顕吾、山下真次郎（ヤマハ）、清水寧（東工大） 
 

1 はじめに 
プラサヴェルデ（ふじのくに千本松フォー

ラム）は会議場施設、展示イベント施設、お

よび宿泊施設からなる複合一体型コンベンシ

ョン施設であり、2014 年 7 月にグランドオー

プンした（図１参照）。第一報のエントランス

空間の音響に引き続き、本報では各会議室・

ホールの音響計画について報告する。 

2 会議場施設の音響計画 
 会議場施設は大中小規模の会議室（全 14

室）で構成されており、各種会議・学会・講

演会の他、運営上の用途拡大を前提にパーテ

ィーや音楽イベントまで対応可能としている。 

2.1 室内音響 

中核をなすｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙ A（931 ㎡、最大

1100 人収容可能）は国際会議・ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ等で

の本格的なスピーチの他、軽音楽や吹奏楽等

の響きをあまり必要としない音楽イベントに

も対応できるように明瞭度を重視したデッド

な音場を目指した。内装は聴衆位置近傍を中

心に吸音面（床：ｶｰﾍﾟｯﾄ、壁半分：有孔板＋

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ(GW)の分散配置）で構成している。 

 
▲ｻｲﾄﾞｽﾋﾟｰｶ、●ｼｰﾘﾝｸﾞｽﾋﾟｰｶ、CN：ｺﾝｾﾝﾄ盤 

図２ コンベンションホールA平面・内観 

CN CN CN CN 

CN 

CN 

D=36.5m 

W=22.5m 

壁50%：有孔板＋GW分散配置
（表面リブ仕上げ）

床：ｶｰﾍﾟｯﾄ 

H=10.5m

ﾎｰﾙA1 ﾎｰﾙA2 

ﾗｲﾝｱﾚｲｽﾋﾟｰｶ 

調整室(2F)
ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ

（表面50%：有孔板＋GW分散配置）

調整室(2F)

図１ フロアマップ

【会議場施設諸元】 

■ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙ A,B：約 931、451 ㎡（最大約 1,100、400 人）、NC-25 

■301,302,401,402,407 会議室：141～149 ㎡（最大約 140 人）、NC-25

■201,403～6,408～9 小会議室：61～66 ㎡（最大約 56 人）、NC-30 

【展示イベント施設諸元】 

■多目的ホール：3,875 ㎡(最大約 4,600 人、3分割可)、NC-35 

■市民ギャラリー、サロン：576、153 ㎡ 

■会議室 1,2：34、32 ㎡ 

□ｴﾝﾄﾗﾝｽｷﾞｬﾗ r-：全長約 160m 

多目的ホール 

* Acoustical Design for Plaza Verde (Fujinokuni Senbonmatsu Forum) part2, - Conference and exhibition 
facilities in consideration of use expansion and acoustical improvement -, by TAKAHASHI, Kengo and 
YAMASHITA, Shinjiro (Yamaha), SHIMIZU, Yasushi (Tokyo Institute of Technology) 
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さらに壁の表面は長さの異なるリブ格子をラ

ンダムに配置することで、反射音を散乱させ

てエコー障害を抑制している。また、催事規

模に応じて２分割するためにスライディング

ウォール（SW）を導入しており、分割利用時

に音響条件が変化しないように SW 表面の半

分を吸音面（有孔板＋GW の分散配置）で構

成している（図２）。 

ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙ B（451 ㎡、最大 400 人収容可

能）は一般的な会議・講演会を中心としなが

らクラシック演奏にも対応できるように明瞭

かつ適度に響きのある音場を目指した。そし

て室形状は緩やかな扇形をベースに天井高を

7.5m（気積：約 8 ㎥／一人）確保することで

側壁からの初期反射音と残響の確保を図って

いる。内装は聴衆位置近傍を反射面（床：ﾌﾛ

ｰﾘﾝｸﾞ、側壁：木＋ﾎﾞｰﾄﾞ）で構成し、それ以

外の舞台・客席背後壁と天井の一部を吸音面

（壁：有孔板＋GW、天井：岩綿吸音板）で

構成している。また側壁は鉛直方向の波型曲

面を複数列配置することで反射音を散乱させ

て音場の均一化を図っている（図３）。 

さらに音楽リサイタルや発表会利用を想定

して、各種ソロ楽器から室内楽程度までの生

楽器の演奏に適した響きが設定できるように

音場支援システム（AFC）｛１｝を導入している。

これにより残響時間を最大約２倍まで延長可

能としている。 

この他、中小の会議室については会議・集

会～バンケット利用時に会話のし易い音場と

するため、内装を適度に吸音処理（床：ｶｰﾍﾟ

ｯﾄ、壁半分：有孔板＋GW）することでブー

ミングやエコー障害を抑制している。 

2.2 音響設備 

 スピーカについては、小会議室以外は主用

途である会議利用時に場内全域で均一に拡声

できるようにシーリングスピーカ（分散配置）

を導入している。またｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙ A,B につ

いてはエンドステージ形式での講演・式典時

に客席最後列まで十分な音量でサービスでき

るようにラインアレイ型サイドスピーカ（仮

設舞台想定位置上部に露出配置）を導入して

いる。その他の中小会議室は移動型サイドス

ピーカを用意している。 

 操作系については、ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙ A のみ２

分割時に個別制御できるように調整室を２室

配置している。また全ての会議室において場

内で簡易操作が出来るように音響ワゴンを用

意している（ｺﾝｾﾝﾄ盤(CN)に接続）。 

 入出力回線については、ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙ A,B

は持込み対応ができるように、場内に回線・

電源（CN 内）を用意している（表１）。 

 

▲ｻｲﾄﾞｽﾋﾟｰｶ、●ｼｰﾘﾝｸﾞｽﾋﾟｰｶ、CN：ｺﾝｾﾝﾄ盤 

図３ コンベンションホールB平断面・内観 

表1 会議場施設の音響設備概要 
種別 ポイント 対応策 

ｽﾋﾟｰｶ
ｼｽﾃﾑ 

会議時の均一拡声 ｼｰﾘﾝｸﾞｽﾋﾟｰｶ分散配置 

講演時の定位感 ﾗｲﾝｱﾚｲｽﾋﾟｰｶ露出配置 

操作系
操作性 主要音響卓の機種統一 
簡易操作 場内音響ワゴン 

回線 持ち込み対応 場内コンセント盤 

その他
ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙA分割
利用時の個別制御 

ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙ A のみ調整
室を２室配置 

2.3 測定結果 

各会議室の残響時間は所期の目標性能を満

足している。すなわちｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙ A は 1.3～

0.9 秒（空室～1100 人着席時）、平均吸音率は

29～39％（同）と、明瞭な拡声が期待できる

短めの特性である。分割時も 0.9 秒、1.0 秒（ホ

ール A1,A2 空室）、平均吸音率 34％、31％（同）

CN 

調整室 

D=23.6m 

W=18.8m 

有孔板＋GW 

↑4F 
↓3F 

岩綿吸音板 
（分散配置） 

H=7.5m 

ﾗｲﾝｱﾚｲｽﾋﾟｰｶ 

床：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ 

側壁：木+ﾎﾞｰﾄﾞ
（波型曲面） 
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と、一体利用時と同程度のライブネスとなっ

ている（図４）。 

 
図４ ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙA残響時間 

 
図５ ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙ B 残響時間 

 

図６ ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙ A 明瞭度 STI 測定結果 

 
図７ ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙ B 明瞭度 STI 測定結果 

一方、ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙ B は 1.3～1.1 秒（平土

間～椅子 400席設置）、平均吸音率は 22～25％

（同）と、適度な響きが得られている。さら

に音場支援システム使用時は最大 2.5 秒（椅

子 400 席設置）と、本格的な音楽演奏にも対

応可能な響きが確保されている（図５）。なお、

着席時は 0.1 秒程度短くなると予測される。 

音響設備使用時の明瞭度 STI はｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰ

ﾙ A で一体利用時 0.72、0.71（ｻｲﾄﾞｽﾋﾟｰｶ, ｼｰﾘ

ﾝｸﾞｽﾋﾟｰｶ使用時）、ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙ B で 0.65、0.58

（同）と、十分な明瞭度が確保されている（図

６、７）。 

3 展示イベント施設の音響計画 
展示イベント施設は、多目的ホールの他、

市民ギャラリー・サロン等で構成されており、

旧キラメッセぬまづ（テントドーム型暫定施

設）の機能を継承し、展示会、集会、各種イ

ベントが開催可能な多目的展示イベント施設

である。旧施設の利便性は活かしつつ設備騒

音、残響時間や拡声明瞭度を中心に音響性能

の改善を図っている。 

3.1 室内音響 

中核をなす多目的ホール（床面積 3875 ㎡）

は、最大で 4600 人程度まで収容可能な大型平

土間会場であり、高天井の大空間特有の残響

過多やエコー障害を防止するため、天井面を

中心に内装を吸音面（天井全面：GW、

1FL+2.2m 以上の壁半分：有孔板＋GW の分散

配置）で構成している。また、イベント規模

に応じて２～３分割するため SW を導入して

おり、表面半分を吸音処理（ﾊﾟﾝﾁﾝｸﾞﾒﾀﾙ＋GW

の分散配置）としている（図８）。 

3.2 音響設備 

スピーカについては展示会でのアナウンス

や BGM の明瞭度を重視して、広いフロア全

域で均一に拡声できるようにシーリングスピ

ーカを導入している。定指向性スピーカを分

散配置することで、スピーカ相互の干渉や壁

からの反射音の影響を排除している。また各

種イベント時に、任意の舞台位置から拡声で

きるように移動型スピーカを用意している。 

操作系については事務室内の音響ラックに

装備された簡易操作卓の他、場内でも操作が

できる移動型の音響ワゴンを用意している

（CN に接続）。この他、各種持込みイベント

にフレキシブルに対応できるように電源・配

線ピットを用意している（表２）。 

3.3 測定結果 

残響時間はシーリングスピーカ（１台）使

0.58 0.57 0.57 0.55 
AVE= 

0.58 

ｼｰﾘﾝｸﾞ 
ｽﾋﾟｰｶ 
↑ 

0.59 0.59 0.59 0.57 

0.62 0.66 0.64 0.64 
↓ 
ｻｲﾄﾞ 
ｽﾋﾟｰｶ 
AVE= 

0.65 
0.64 0.66 0.66 0.66 

0.70  0.70  0.73  0.71  
AVE= 

0.71 

ｼｰﾘﾝｸﾞ

ｽﾋﾟｰｶ

↑ 
0.72 0.72 0.70 0.73 

0.68 0.72 0.77 0.75 
↓ 
ｻｲﾄﾞ 
ｽﾋﾟｰｶ

AVE= 

0.72 
0.68 0.70 0.76 0.73 

●椅子設置状態(AFC-OFF,RT=1.1 秒)  
▲平土間状態 (AFC-OFF,RT=1.3 秒)  
○椅子設置(AFC1:音量/残響感重視,RT=2.2 秒）
△椅子設置(AFC2:拡がり感重視,RT=1.9 秒) 
□平土間 (AFC3:ﾊﾟｰﾃｨｰ形式用,RT=2.0 秒) 
＊椅子設置(AFC4:残響感強調,RT=2.5 秒）

残 

響 

時 

間 

[Sec] 

周波数[Hz] 

残 

響 

時 

間 

[Sec] 

＋一体利用時空室(RT=1.3 秒, =29%) 
‥着席計算値  
●A1 分割時空室(RT=0.9 秒. =34%) 
○着席計算値  
▲A2 分割時空室(RT=1.0 秒, =31%) 
△着席計算値

周波数[Hz] 
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用時 3.6 秒、2.9 秒、2.8 秒（一体利用時、ﾕﾆｯ

ﾄ 2,3 分割利用時）と、大空間にもかかわらず

適度に響きが抑えられている。ちなみに床上

に仮設したスピーカ使用時は 4.6 秒（一体利

用時）と、シーリングスピーカ使用時に比べ

て約 1 秒長くなっている（図９）。明瞭度 STI

はシーリングスピーカ使用時、0.54、0.56、0.57

（一体利用時、ﾕﾆｯﾄ 2,3 分割時）と、十分な

拡声明瞭度が確保されている。ちなみに床上

の仮設したスピーカ使用時は 0.42、0.47、0.49

（同）と、シーリングスピーカ使用時より約

0.1 ポイント下回っている（図１０）。この音

源スピーカの違いによる測定値の差異はスピ

ーカ配置と内装条件に起因する反射音構造の

違いによるものであり、スピーカの天井分散

配置方式の採用と天井全面を吸音処理したこ

とが奏功していると考えられる。 

4 遮音・騒音計画 
遮音性能については会議場施設の各会議室

を離して配置するとともに乾式遮音壁で区画

している。これにより、ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙ A～B 間

で Dr-65、ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙ A～屋外間で Dr-45 以

上、ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙ B～中小会議室間で D-55～

75 を確保している。また、ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙ A 上

部の床は固体音を低減するため浮床、カーペ

ット等の防振対策を施している。展示イベン

ト施設は多目的ホール～屋外間を二重の乾式

遮音壁で区画することでホール内外で Dr-35

～40 以上の遮音性能を確保している。 

設備騒音についてはｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙ A,B で

NC-25、中小会議室で NC-25～30、多目的ホ

ールでNC-35と実使用上問題ない静けさを実

現している。 

5 おわりに 
会議場施設についてはｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙ A,B で

のオープン式典・講演会におけるスピーチ明

瞭性の他、ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙ B での音楽イベント

における音場支援システムの有効性が聴感に

より確認されている。また展示イベント施設

については多目的ホールでの各種展示会にお

いて、アナウンスや BGM の明瞭性が確認さ

れるとともに、旧キラメッセぬまづに比べて、

明瞭性、残響感、および静寂性が大幅に改善

されていることが関係者より報告されている。 

謝辞:ご協力頂いた静岡県、沼津市、長谷川逸

子・建築計画工房、及び施工各位に深謝します。 

 
▲ｻｲﾄﾞｽﾋﾟｰｶ、●ｼｰﾘﾝｸﾞｽﾋﾟｰｶ、CN：ｺﾝｾﾝﾄ盤 

図８ 多目的ホール平断面・内観 

表２ 展示・イベント施設の音響設備概要 
種別 ポイント 対応策 
ｽﾋﾟｰｶ
ｼｽﾃﾑ 

ｱﾅｳﾝｽや BGM の 
均一拡声・明瞭性 

ｼｰﾘﾝｸﾞｽﾋﾟｰｶ分散配置
（天井吸音処理） 

操作系
操作性 場内音響ワゴン 

簡易操作 事務室の簡易操作卓 

回線 持ち込み対応 
場内コンセント盤 
配線ピット 

 
図９ 多目的ホール残響時間 

 
図１０ 多目的ホール明瞭度 STI 測定結果 
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0.55 0.56 0.54 0.54  0.55 0.54 

0.55 0.52 0.55 0.54  0.56 0.54 

↑一体利用時

AVE=0.54 

３分割時 →

AVE=0.56, 57

0.56 0.55  0.58 0.55 

0.57 0.57  0.58 0.57 

残 

響 

時 

間 

[Sec]

周波数[Hz] 

●一体利用時（音源：天井 SP1-3,RT=3.6 秒） 
○一体利用時（音源：床仮設 SP, RT=4.6 秒）
▲ﾕﾆｯﾄ 2分割時(音源：天井SP2-4,RT=2.9秒)
■ﾕﾆｯﾄ 3分割時(音源：天井SP3-4,RT=2.8秒)

CN CN CN 

CN CN CN 

D=91m 

W=42m 

ﾕﾆｯﾄ1 ﾕﾆｯﾄ2 ﾕﾆｯﾄ3 

天井全面：GW 

H=16m 
壁50%（1FL+2.2m以上）： 
有孔板＋GW分散配置 

SW（50%吸音）事務室音響ﾗｯｸ 
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